
１－１－２　次世代産業創出、９－２－２ 信州ブランド確立

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予
算
額

前年度繰越

14,910

5,151

0 0 688,744 0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

当センターを中核として、新しい食品の試作開発を進め、県内食品産業の振興を図る。

目標に対
する成果
の状況

実施設計に基づき、施設・機器整備を実施し、平成27年４月１日に「しあわせ信州食品開発センター」をオープンした。

 概算事業費（B（A）+C） 0 17,387 651,328 0

2,477 4,129

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの
財源

14,910 693,895

概　算
人件費

0.30 0.50 0.00

0

14,910 647,199

0

693,895 0

合計（A) 0 0
－

26年度 27年度

当初予算

補正予算 14,910

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

しあわせ信州食品開発セン
ター整備事業

直接
「しあわせ信州食品開発センター」として試作加工機能
と試食評価機能を整備

693,895 647,199 0

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】
しあわせ信州創造プランに基づき、消費者志向に応える食品産業の振興を図るため、工業技術
総合センター食品技術部門に「しあわせ信州食品開発センター」を整備する。

課・室 ものづくり振興課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail mono@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－１　信州をけん引するものづくり産業の振興

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

0

工業技術総合センター食品技術部門に、「しあわせ信州食品開発センター」を整備し、次の事項を目指し、新しい食品の試作開発支援機
能を拡充強化する。
　(1) 信州食品産業の新たな高付加価値食品づくりを加速
　(2) 農商工連携・６次産業化による信州農林業の高付加価値化の加速
　(3) 健康長寿志向の食品、高齢者向けの食品づくりの促進

工業技術総合センター食品技術部門では、成分分析、物性評価等を行っているが、試作開発スピードの向上や市場性のある商品開発の
ためには、試作加工機能や試食評価機能が必要となっている。

成果目標の達成状況

項目

試作加工エリアの整備
（実施率％）

試食評価エリアの整備
（実施率％）

試作加工装置等の整
備（実施率％）

事業番号 06 04 15 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 しあわせ信州食品開発センター整備事業 担
当
課

部局 産業労働部

１　成長産業の創出 実施期間 H25 ～ H26

100 達成 －

100 100 達成

達成－ 100 100

－ 100

本館１階改修工事による試作加工エリアの整備
新棟新築工事による試食評価エリアの整備
試作加工装置等の整備

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

－

－

合計 693,895 647,199


